
 

 







表-1　学校設定教科「探究」の単位数

課程 科目名 1年 2年 3年 合計

普通科 探究 1 2 1 4

理数科 探究S 2 1 1 4



 



 
D C B A S 

探究活動に十分に参加
できなかったレベル 

探究活動の質について改
善を要するレベル 

探究活動の質について満
足できるレベル 

探究活動の質について十分
満足できるレベル 

探究活動の質について特筆す
べき成果をあげたレベル 

課題設定
能力 

自分の興味や関心から
問いをつくり、仮説を
立てて課題設定する能
力を身につけようと努
力している。 

自分の興味や関心に基づ
いた問いをつくり、仮説
を立てて課題設定する能
力を身につけている。 

過去の研究成果を参照し
たうえで、研究の意義を
自分なりに考え、具体的
な問いをつくり、仮説を
立てて課題設定する能力
を身につけている。 

過去の研究成果を参照した
うえで、研究の意義を自分
なりに考え、具体的な問い
をつくり、仮説を立てて課
題設定する能力を身につけ
ている。 

過去の研究成果を十分に踏ま
えたうえで、独創的な切り口
で現象をとらえ、学問的（社
会的）価値を考えたテーマを
検証可能な仮説を立てて課題
設定する能力を身につけてい
る。 

問題解決
能力 

調査活動に参加し、活
動する能力を身につけ
ようと努力している。 

周辺知識を調べ、調査方
法を自分で選択し、計画
的に調査活動を行う能力
を身につけている。 

周辺知識を理解しようと
努め、調査活動の過程で
問題に直面した時には改
善に努める。計画を立て、
精度の高い調査方法を意
識して実施する能力を身
につけている。 

周辺知識を理解しようと努
め、調査活動の過程で生じ
た問題点に気づくことがで
きる。目的や見通しを明確
にした計画を立て、精度の
高い調査方法を意識して実
施する能力を身につけてい
る。 

周辺知識を理解して教訓を引
き出し、調査活動の過程で得
た情報を生かしながら修正す
ることができる。目的や見通
しを明確にした計画を立て、
精度の高い調査方法を工夫し
て実施する能力を身につけて
いる。 

得られたデータを分析
し考察する能力を身に
つけようと努力してい
る。 

得られたデータを分析し
て考察を加える能力を身
につけている。 

得られたデータを正確に
分析して論理的な考察を
加える能力を身につけて
いる。 

得られたデータを正確に分
析して論理的な考察を加
え、次の課題を発見する能
力を身につけている。 

得られたデータを緻密に分析
して論理的な考察を加え、次
の課題を発見し、次の課題を
発見する能力を身につけてい
る。 

デ ィ ス カ
ッション・
プ レ ゼ ン
テ ー シ ョ
ン能力 

グラフ等を用いてポス
ターを作成する能力を
身につけ始めている。 

グラフ等を用いてポスタ
ーを作成し、研究の流れ
を意識しながら伝える能
力を身につけている。 

グラフ等を用いてポスタ
ーを作成し、研究内容を
論理的に伝え、議論する
能力を身につけている。 

適切なグラフ等を用いて分
かりやすいポスターを作成
し、研究内容を論理的に伝
え、議論する能力を身につ
けている。 

適切なグラフ等を用いて分か
りやすいポスターを作成し、
研究内容を論理的に伝え、議
論する能力を身につけてい
る。 

発表の際に受けた質問
を聞き、対応しようと
努力している。 

発表の際に受けた質問に
受け答えする能力を身に
つけ始めている。 

発表の際に受けた質問に
受け答えする能力を概ね
身につけている。 

発表の際に受けた質問に適
切に受け答えする能力を身
につけている。 

発表の際に受けた質問に適切
に受け答えできるだけでな
く、そこから自分の研究を発
展させる能力を身につけてい
る。 

 





4月 教室配信

4月 CAI教室

4月 CAI教室

5月 HR教室

5～6月 HR教室

7月 HR教室 6月 CAI教室

7月 各教室

7～8月 各場所

8月 HR教室 視聴覚教室など

9月 HR教室 9～10月 CAI教室

9～10月 各教室

10月 視聴覚教室

10～11月 HR教室 10～11月 CAI教室

12月 HR教室 12月 CAI教室

1～2月 HR教室 1月 各会場

3月 HR教室 2月 会場

3月 HR教室

3月 HR教室

4月

4月 教室配信

課題設定能力

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

課題設定能力・問題解決能力

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

参考文献について(2)

課題設定能力・問題解決能力

2年最終発表会見学(1)

疑問探索シート交流会(1)

CAIガイダンス(1)

情報社会①②(2)

情報・知識の整理②

課題研究発表会見学(3)

問題解決能力

「探究」ガイダンス(1)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

問題解決能力

表計算ソフト実習①②(2)

問題解決能力

課題設定能力・問題解決能力・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

講演「探究活動にあたって」(2)

講演「探究テーマの設定にあたって」(2)

課題設定能力

プログラミング実習①②(2)

問題解決能力

夏
休
み

夏休みの成果報告会(2)

情報・知識の整理①

問題解決能力

課題設定能力・問題解決能力・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力

課題設定能力

探究活動のツールを身につける（1・2年）応用する（3年）グループで研究活動を行う
（1・2年）

夏休みの探究活動(班別)(5時間以上)

問題解決能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力

課題設定能力・問題解決能力

プログラミング実習③④(2)

問題解決能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力

夏休みの探究活動のまとめ(2)

ディスカッション・プレゼ
ンテーション能力

表計算ソフト実習③(1)

問題解決能力

ミニポスター作成①②(2)

問題解決能力

質問会(1)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

「探究」ガイダンス(1)

BYODガイダンス(1)

班別探究活動①②(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

「探究」中間発表会(2)

課題設定能力 問題解決能力

探究活動のまとめ
最終班ポスター作成①②(3)

最終班ポスター作成③
プレゼンテーション準備①②(4)

一
学
期

2
学
期

3
学
期

「探究」最終発表会(2)

1
年
（

5

2
時
間
）

研究テーマレポート作成

学校設定教科「探究」(普通科)　3年間の流れ　　※項目は主要なもの、(　)内は時間数の目安

一
学
期

夏
休
み

2
学
期

3
学
期

１年間の振り返り

1
年
（

5

2
時
間
）

問題解決能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力

学びの記録(1)

課題設定能力



 

グループで研究活動を行う
（1・2年）

探究活動のツールを身につける（1・2年）応用する（3年）

課題設定能力 問題解決能力
ディスカッション・プレゼ

ンテーション能力

4月 HR教室

5～6月 HR教室

6～7月 HR教室他 6月 CAI教室

６月 HR教室

7月 HR教室

7月 HR教室 7月 視聴覚室

7～8月 各場所

8月 HR教室 8月 視聴覚室他

9月 HR教室

９月 HR教室他 9～12月 CAI教室 11月 HR教室

９～11月 HR教室

12月～1月 HR教室

1月 各会場 1～2月 CAI教室

2月 HR教室

2月～3月 HR教室

2月 会場

3月 HR教室

3月

４月 HR教室 6月 HR教室

7月 HR教室

7～9月 HR教室

7月

2
学
期

2
学
期

夏休みの探究活動計画(1)
情報システム・

データの分析①②(2)

課題設定能力・問題解決能力 問題解決能力

夏
休
み

夏
休
み

夏休みの探究活動のまとめ(3)
若手研究者による
研究発表演示(1)

ディスカッション・プレゼンテーション能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

２
年
（

７

０

時
間
）

２
年
（

７

０

時
間
）

プレゼンソフト実習(3)

問題解決能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

研究分野の選択(2)

課題設定能力

「探究」テーマ発表会(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

夏休みの探究活動(班別)(10時間以上)

問題解決能力

企画書作成(3)

課題設定能力・問題解決能力

班別探究活動(2)

スライド修正・発表原稿作成(8)

1
学
期

1
学
期

スライド・発表原稿作成(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

「探究」中間発表会(2) プログラミング実習⑤⑥(2)
アカデミック

ライティングについて①(1)

質問会・質問会を受けて(2)

課題設定能力・問題解決能力

3
学
期

「探究」最終発表会(2) プログラミング実習⑦⑧(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力 問題解決能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力 問題解決能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

班別探究活動(5)

問題解決能力

アカデミック
ライティングについて②(1)

論文の作成(3)
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力
課題研究発表会見学(3)

学びの記録(1)

論文輪読会(1)
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力

1
学
期
・

２
学
期

3
年
（

１

８
時

間
）

論文アブストラクト作成(1) 小論文演習Ⅰ(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

小論文演習Ⅱ(2)

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

パラグラフライティング
の技法(2)

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

２０年後の日本(2)

3年間の振り返りを含む

１年間の振り返り

3
年
（

１

８
時

間
）

1
学
期
・

２
学
期

3
学
期

ディスカッション・プレゼンテーション能力





 





演習１ 教材フォルダにある「サンプル」というファイルを自分のフォルダに移し、ファイル名を 

「生徒番号＋名前」（例：10101膳所太郎）に変更し、提出フォルダに提出しよう。 

演習２ ワープロソフト Word を起動し、パーフェクトガイド情報 p.29 の「例題３」の文書を作成

してみよう。作成した文書は、ファイル名を「生徒番号＋名前」（例：10101 膳所太郎２）に変更し、

提出フォルダに提出しよう。 

 

 

 

  

生徒は誰でも自由

に保存・削除可 

個人フォルダ 

提出フォルダ 
課題等の提出用 

（保存・上書き

は可）。 

教材フォルダ 
教材等の配布用

（コピー可、移動・

削除不可）。 

本校 CAI 教室のコンピュータにおけるドライブの構成 



 

 

 



筆記用具、ノート等

    ※

） 

 



メディア

演習１ インターネットを立ち上げ検索エンジン（Yahoo!や Google など）を使って、指示された語句を検

索してみよう。検索して表示されたサイトはどのようなものか、書き出してみよう。 

演習２ 演習１で検索した語句に「site:ed.jp」などと付け足し、ドメイン指定して検索しなおしてみよう（パ

ーフェクトガイド情報 p.188 参照）。表示されたサイトはどのようなものか、比較してみよう。 

演習３ 次の二つのグラフは滋賀県彦根市の平均気温（縦軸 ℃、横軸 年）の推移である（気象庁調べ）。

見比べて違いを挙げてみよう。このほか、グラフを作る際に気をつけなければならないことを思いつく限り

挙げてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習４ 複数の新聞社のトップページにアクセスし、同じ話題の記事を見比べてみよう。どのような違いが

あるか、挙げなさい。 



演習５ ワープロソフト Word を起動し、「情報を扱う際に注意すること」について文書を作成してみよう。 

 知的財産権についてまとめる際に、パーフェクトガイド情報 p.196～205 の内容を参考にすること。イ

ンターネットの検索機能を使って情報を得てもよいが、下記の引用のルールを参考にすること。作成した文

書は、ファイル名を「生徒番号＋名前」（例：10101 膳所花子）に変更して提出しよう。 

演習６ 著作権はなぜ必要か、話し合ってみよう。 

 

 

 

 







 

 

（例）「紙飛行機を遠くに飛ばすにはどのような形状がよいか」 

 

（例）「虫が光に寄ってくるメカニズムとは」 

 

 

（例）「テレビドラマのタイトルにはどのような傾向があるか」 

 

（例１）「流行について」 

 →「雑誌に見る現代日本の女性ファッションと景気の関係」 

（例２）「紙飛行機の飛ばし方」 

 →「紙飛行機の翼の形状と飛行距離の関係」

（例１）「流行について」 

 →そもそも「流行」とは何か 

 →「ヒット商品と呼ばれる条件とは」 

（例２）「紙飛行機の飛ばし方」 

 →紙飛行機＝紙を折って滑空させる 

 →「紙の折り方と落下軌道の関係」

  （例）「愛とは何か」「環境問題は解決できるか」

（例）「量子暗号に脆弱性はあるか」

（例）「次のオリンピックの日本の金メダル獲得数は」

（例）「どうすれば京都大学に合格できるか」

（例）「世界にはどんなダンスがあるか」

（例）「世界の人口は何人か」





 



〔取材・インタビューの手順〕 

①「取材・インタビュー原稿」を学年の探究係教員まで提出し、事前審査を受ける。 

②①で了承されたら、取材先に電話をして、取材の目的を述べ、許可を得る。 

③学年の探究係教員に報告し、正式な依頼文書を出してもらう。 

④取材後は必ずお礼状を書く。 

 

 
    
      
            ↓ 

           ↓  
           ↓     ↓ 
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( )

 

 

 

ミニポスターのファイル名    それ以外（例えばグラフなど） 

      
 



  必ず、「印刷されたポスター」と「電子データ」の両方を提出すること。 

タイトルはゴシック体 

囲みの部分
は最終発表
用のポスタ
ーの場合、 

結論 

課題・展望 
となる。 

中間発表用ミニポスターはA4、
最終発表用のポスターは A0 を
使用する。 

タイトル 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

文字情報ばか
りにせず、概念
図などを用い
て視覚的にわ
かりやすく。 
特に、実験器具
などは実際に
用いたものを
撮影するのが
望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

URL Wikipedia  



 

 

   

 

 

 

 

 

 



  

ファイル名 

 
 

よりよいポスターにするために・・・ 

 ①読む順番がわかるようにする。 

 ②盛り込む情報量を絞り込む。 

 ③必要なデータは表やグラフを用いて示す。 

 

 

 

 … 

 … 

 … 

 …

 



ここに注目！ 
先行研究をよく調べ、
「何を明らかにした
いのか」よく考えてテ
ーマを設定している。 
調べていることと実
験等で明らかにして
いることに「ずれ」が
ないように！ 

ここに注目！ 
実験や調査は予備実
験等も含めてできる
だけ多く実施しよ
う。調査して得られ
た結果からさらに探
究が発展すること
も。 

ここに注目！ 
実験装置などは文字
情報より、写真などを
用いてわかりやすく
表現する。 

改善すべきポイント 
せっかくのグラフが
小さくて見づらい。
聴衆の側に立って伝
わりやすいポスター
を心掛けよう！ 

改善すべきポイント 
フォントが不統一。
見出しがゴシックで
本文が明朝だと分か
りやすい。共同作業
すると往々にして起
こるが、フォントと
サイズは統一しよ
う！ 

ここに注目！ 
「芯が折れにくい条
件」に注目し、具体的
に考えてパラメータ
を決めている。 

ここに注目！ 
実験装置が、写真や図
などを用いてわかり
やすく表現されてい
る。 
実験手順がしっかり
書かれているので、再
検証できる。 

ここに注目！ 
比例や反比例ではな
く、グラフからピーク
が読み取れる結果で
ある。ピーク付近を再
度詳しく調べるとも
っとおもしろい。 

改善すべきポイント 
グラフはもう少し大
きくしたい。考察は
なるべく短い文で書
き、口頭で補う。 
モノクロになっても
わかるように、色で
はなく線や点の形で
区別がつくようにす
るべき。 

改善すべきポイント 
先行研究ではどこま
でわかっているの
か、自分たちのオリ
ジナリティーはどこ
からかをはっきりさ
せる。 

ここに注目！ 
固定した条件と、変化
させた条件がわかり
やすく整理されてい
る。 



 

 

 



 

 



机配置１ 

机配置２ 

今まで気になってはいたけど、わざわざ調べているものがとても少ないということに気づきました。他の人
の探究の発表を聞いてなるほどなと思うこともあり、更になんでこうなるのだろうと疑問点を見つけ、その分
野に興味を持つことが出来ました。また探究内容だけでなく課題を設定してそれを解決しようと予定を立てた
りする力やみんなの前で発表し、意見を交わしたりする力がこの活動を通して得ることができたと思います。 

＊     ＊     ＊ 
最初は自分の課題に自信もなく、上手く行かなそうだと感じていた。しかし、活動を進める中で、探究して

新たなことを発見する楽しさが分かり、だんだん自分の研究にも自信がついていった。来年のグループ研究で
も、今年の研究を続けてみたいとも思うし、他人の研究テーマで探究をしてみたいとも思う。探究を通して成
長できたと感じている。 

＊     ＊     ＊ 
高校生の自分たちが、探究することが出来るテーマは限られていると思っていたが、検証が難しそうなこと

でも、高校生なりにできることを考え、最善を尽くそうとしているうちに新たな考えが生まれたり、自分たち
なりの考察が出来るようになったり、新しい世界が広がっていくのを感じられた。そして、この 1 年間探究活
動を通して、身の回りの様々な物事について興味を持てるようになりました。 

＊     ＊     ＊ 
探究では自分が気になったこと・不思議に思っていたことを自ら解き明かしていくので、その過程はとても

興味深いものでした。また、発表会を通して他の班の発表を聞くと、自分が今まで意識していなかったことを
テーマにしている班がほとんどでとても面白かったですし、これからも探究するべきテーマがまだまだたくさ
んあることがわかりました。 

8 8 8 1 1

8 8 1 1 1 7 7

2 2 2 2 2 7 7 7

3 3 3 3 3 4

6 6 4 4 4 5 5

6 6 6 4 5 5 5

発表（Ａ） 発表（Ｂ）

発表（C） 発表（D）

前

後

前１ 教員

前２

前３

後３

後２

後１

後

発表（後）

前

発表（前）



 

２年生最初の課題 

 

 

 

紙飛行機 

飛ばし方 

紙の種類 

空気抵抗 

遊び？ 

飛行機の

形状 

滞空時間 

飛距離 

学校では 

禁止？ 

動力 

角度 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 





 



 

１年   組   番 

名前 


